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生物工学科 

Bio-Technology 

（１）農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、相互

に関連付けられた技術を身に付ける。 

（２）農業に関する課題を発見し、農業や農業関連産業に携わる者とし

て解決策を探求し、科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力

を養う。 

（３）課題を解決する力の向上を目指して自ら学び、農業の振興や社会

貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

亜熱帯果樹作物 アボカド栽培に適した土壌について 
岐阜県立岐阜農林高等学校 生物工学科 3年                                 

 Gifu Senior High School of Agricultural and Forestry：Biotechnology course       

１．概要 summary 
近年、地球温暖化の影響を受けて岐阜県の気温は上昇傾向にあり、特産品である富有柿の品質低下が起こっている。そこで富有柿に代わる

新たな特産物として、亜熱帯果樹であるアボカドの導入を検討している。今年度は、栽培環境の安定を目指して配合土と市販の培養土によるア

ボカド苗の生育の違い、植物ホルモン添加量による継代培養の様子、防風・防寒対策のための囲いづくり、苗の増殖に向けた接ぎ木・挿し木技

術の確立について実験・検証を行った。 

                

２．実験① 配合土と市販の培養土による生育の違い 

1.準備したもの 

アボカド苗（水耕栽培後、苗の高さが１５㎝になったもの）、配合土（赤玉土、

鹿沼土、バークたい肥、パーライト、ココピート）、農家さんも使っている野菜

の培養土、プランター（７L） 

2.方法 

(１)各配合材料を以下の割合で配合する。 

(２)市販の培養土と配合土を苗鉢に入れ、アボカド苗を移植する  

(３)５か月間、成長の様子を観察し、比較した。 

※令和５年４月１８日～同年９月１８日まで実験を行った。 

3.結果  

配合土は培養土に比べ、樹高が１４ｃｍ高くなった。よって市販の培養土より

も配合土を使用したほうが苗の生育に良いことが分かる。 

３．実験② 植物ホルモン添加による継代培養の様子 

1.試料・試薬 

継代培養したアボカドのカ

ルス（品種：メキシコーラ）、

MS培地（1/2MS培地の

組成）、植物ホルモン（2．4‐

D） 

2.方法 

（１）2/1MS培地、 

   1/2MS培地に 2.4‐Dを添加したものをつくる。 

（２）継代培養としてそれぞれの培地にカルスを置床し、観察する。              

3.結果 

2．4‐Dを添加した培地のほうが仮根が多く発生した。 

よって植物ホルモンの効果が現れていることがわかった 

４．実験③ 防風・防寒対策のための囲いづくり 

1.準備したもの  

白色のペンキで塗装したコンパネ、支柱、

ねじ、パッカー、インパクトドライバー 

2.方法 

（１）コンパネを使って囲いを作る。 

（２）囲いの四つ角に支柱を立て、パッカー

や追加の支柱で固定。              

3.結果 

昨年度のような暴風による鉢の転倒、生育不良がなくなり生育が安定した。 

５．実験④ 苗の増殖に向けた挿し木技術の確立 

1.試料・試薬・器具 

アボカドの葉（品種：ハス、メキシコーラ）、カルスメイト、メデール、接ぎ木ナ

イフ、人工気象器 

2.方法 

(１)接ぎ木ナイフで穂木がついている枝を切り落とし、

カルスメイトを溶かした水に枝の切り口をつけてお

く。 

(２)鹿沼土を植木鉢に入れて殺菌したものに、（１）の穂   

  木をさす。 

(３)人工気象器の条件を以下の表のように設定し、鉢をいれる。 

3.結果 

２週間ほどは枯れずに成長していたが、３週

間目に入ってから右の写真のように幹が黒く

褐変し、葉が枯れてしまった。 

６．考察 

・配合土を使用したことで根を下まで伸ばしやすくなり、苗自体を支えるこ

とにつながったため生育が安定したと考えられる。  

・アボカド苗の生育には防風・防寒対策重要である。 

・植物ホルモンを使用することでより効率的に継代培養を行うことができる。 

・人工気象器の設定はなるだけ自然に近づけ、頻繁に給水を行うことで土

と植物自体の保湿を保つ必要がある。 

図１ 配合割合表 

ポール 

図２ 生育結果表 

写真３ 製作した囲い 

写真１   市販の培養土   配合土 

写真２  2.4-Dあり        2.4-Dなし 

時刻（時） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

温度（℃） 20.3 20.5 20.1 19.9 19.5 20.6 22.5 23.1 22.8 23.5 24.8 24.7

湿度（％） 85 85 85 85 85 85 83 80 80 80 75 75

照明（％） 0 0 0 0 0 20 30 50 50 50 50 50

時刻（時） 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

温度（℃） 25 24.3 24.6 24.2 24.5 23.2 22.5 21.9 21.6 21.1 20.6 20.3

湿度（％） 75 75 75 75 75 80 80 80 80 80 85 85

照明（％） 50 50 50 50 50 50 40 30 0 0 0 0

※最低温度２０℃、最高温度２５℃で設定。

図３ 人工気象器の設定表 

写真４ 人工気象器 

写真５ ３週間後の挿し木 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1583998094/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2lyeW91a2Fua2Vpc2lrYWt1LmNvbS9ibG9nLWVudHJ5LTcwMS5odG1s/RS=%5eADBEWt.Pw6Mqka2K_bYfpaK.ezrVK0-;_ylt=A2RimE4Ok2hedloAbjGU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

温室効果ガス抑制を目指した土壌小動物による糸状菌摂食 
  Gifu Senior High School of Agricultural and Forestry：Biotechnology course     

                  岐阜県立岐阜農林高等学校 生物工学科 土壌微生物班  

① 概要 summary 

近年、温室効果ガスの排出量が増加しており、それに伴って地球温暖化も進んでいる。その中でも畑地土壌の

糸状菌から排出される亜酸化窒素発生は二酸化炭素の約 300倍の温室効果を持っており、地球温暖化に大きな影

響を与えている。そこで糸状菌を摂食する性質を持つ土壌小動物であるササラダニを利用して亜酸化窒素排出量

を減少させることを考え研究活動を行った。本研究では、トマト・カキ・エダマメ栽培農家と連携し、これらの

農作物の栽培時に、ココナッツハスクとともに撒き餌と呼ばれる菜種油粕を畑地に散布してササラダニが増殖し

やすい環境を整え、一定の試験期間後に採取した土壌におけるササラダニの生息数調査を行い、糸状菌採食の有

無について調査を行った。 

２．目的 

 畑地土壌等に生息する土壌小動物ササラダニが、

亜酸化窒素を排出する糸状菌を摂食する性質を利用

することにより亜酸化窒素の排出量を削減し、農業

生産による地球温暖化を防止することを目的とし

た。 

３．試料・試薬 

ココナッツハスク（ベラボン）・移植ごて・バーク堆

肥（花ちゃんバーク）・菜種油粕（撒き餌）・シャー

レ・ツルグレン装置（白熱電球）・実体顕微鏡 

４．方法 

①移植ごてで深さ 10㎝、土が柔ら 

かくなるまで掘り、試験区ごとに 

ココナッツハスクを 250ｇ/㎡およ 

び 500ｇ施用する区と施用しな  

い区を設定した。また、その 

すべての区において菜種油粕 50ｇ/㎡の施用区、非

施用区を組み合わせて設定し

た。 

②これらの資材を散布して 2週

間後に掘り上げた。 

③ツルグレン装置を用いて 

ササラダニを落とした。 

装置には 400ｇの土を置き、6時間放置した。              

④実体顕微鏡を用いてササラダニ、土壌小動物の個

体数を計測した。 

５－１．調査①（トマト・カキ圃場） 

トマト圃場では上記 4の①について、試験区１区

の面積を 1/8㎡として 18区、カキ圃場では同様に

1/4㎡として 12区設置した。        

６－１.結果① 

トマト圃場はココナッツハスク 500ｇ/㎡の条件に

おいてササラダニの個体数が多かった。カキ圃場に

おいても 500ｇ/㎡の条件でササラダニの個体数が多

かった。 

 

 

５－２．調査② （エダマメ圃場） 

エダマメ圃場については 4の①に記したココナッ

ツハスクと菜種油粕に加えてバーク堆肥を施用し

た。試験区は地力増進法に基づく表示に記された施

用量に対して 0倍区、1倍区、2倍区を設置し各試験

区内におけるココナッツハスクと菜種油粕の施用面

積は 5－1のトマト圃場と同様に１ヶ所あたり 1/8㎡

として 18区ずつ、合計 54ヶ所の試験区画を設定し

た。 

６－２．結果② 

0倍区はココナッツハスク 500ｇ/㎡および 250ｇ/

㎡ともにササラダニ個体数が少なかった（どれくら

い？）が、1倍区および 2倍区はココナッツハスク

500ｇ/㎡、250ｇ/㎡ともにササラダニ個体数は 0倍

区より 8匹多くなった。 

７.考察 

①トマト・カキ圃場 

・例年に比べて、ササラダニの数が減少しているこ

とから、試験区内全体にベラボンが撒ききれてお

らず、捕獲数が減少したと考えられる。 

・ベラボンは 250g/㎡よりも 500ｇ/㎡のほうが沢山 

ダニがいたことからベラボンを適度に撒いたほう

が増えやすいと考えられる。 

②エダマメ圃場 

・0倍区にササラダニの個体数が少なかった理由とし

て、バーク堆肥（花ちゃんバーク）が関係してい

ると考えられる。 

８今後の課題 

・今回の結果および考察から、ササラダニ個体数を 

増加させ糸状菌採食を活発にさせるためには、コ 

コナッツハスクのおよび菜種油粕の増量の必要が 

あると考える。 

６．出典 

・土壌圏科学研究室 - 東京大学大学院農学生命科学

研究科応用生命化学専攻 (u-tokyo.ac.jp) 

・宇佐美農園（エダマメ） 

・國井農園（トマト・柿） 

 図 2ツルグレン装置 

図 1 ササラダニ 

シアノバクテリア-ノストコプシス-の増殖 

岐阜県立岐阜農林高等学校 生物工学科 3 年  

 Gifu Senior High School of Agricultural and Forestry：Biotechnology course       

１．概要 summary 

地球温暖化により食料不足の危機にある。新たな食材としてノストコプシスを活用するために培養方法の研究に取り組む。ノストコ

プシスは、タイに生息する水生藍藻類で、栄養価が高く様々な加工食品が生産できると期待されている。私たちは「BG-１１液体培地」

を利用し、ノストコプシスの大量増殖を目指している。培養株は株式会社マイクロアルジェコーポレーションより提供していただき培

養している。ノストコプシスの培養方法を見出し、食料不足という永遠の課題を解決したい。                

２．実験① 培養 

1）試料・培地組成 

BG-11 組成【NaNo₃  K₂HOP₄・３H₂O  MgSO₄・７H₂O  

CaCI₂・2H₂O  Citric acid  Ferric ammonium citrate  

 Na₂EDTA-Mg  Na₂CO₃  Trace metal mix A₅＋Co 

Distilled water】  

2）実験方法 

①大きな容器に入っている、かたまりのノストコプシスを 

３～５㎜程度に分割 

②葉さし培養と同様に慎重にクリーベンチ内で作業 

③培地は「BG-１１」を使用 

④培養室で経過観察をする。 

3.結果         写真１☞ 

 培養（増殖）できなかった。 

３．実験② 培養２（光量を変える PART-1） 

●実験方法 

①大きな容器に入っている塊のノストコプシスを 

３～５㎜程度に分割 

②葉さし培養と同様に慎重にクリーンベンチ内で作業 

③培地は「BG-１１」を使用 

④培養室で経過観察 

⑤培養室の光を消す 

3.結果                 写真２☞ 

途中まで増殖がよかったが、水替えをした際脱色し、成長し

なくなった。 

４.マイクロアルジェコーポレーション訪問 

●11 月 08 日(水)13:30～15:30 

株式会社マイクロアルジェコーポレーション訪問 

ノストコプシスの実験結果の交

流を実施。☞光量による成育阻害

が原因と分かり、助言をいただき、

実験３に取り組む。 

写真３☞ 

５．実験③ 培養３(光量を変える PART-２) 

今までは無菌室での光が強く、実験２で真上の電気を消し

たが、無菌室自体の光が強いので消していない棚からも光が

入ってきているのではと考え、より日常的に近いように、２

階の実験室で培養を始めた。 

また、１つのコロニーを小分けにしていたため集中的に光

を吸収したと考え、大きな広い水槽で培養する。 

●実験方法 

①大きな水槽にノストコプシス１ｋｇをいれる 

②BG-１１を５L 入れる 

③１L ずつに分ける 

④観察をする 

６．考察      写真４☞ 

●大量増殖法の確立 

・実験①より実際生息しているところより光が強くシアノバ

クテリアは低照度を好むものが多くいるため、本来の照度

に適していなかったと考えた。 

・実験②より実験①をもとに照明を消して培養したが、上手

く培養ができなかった。 

・培養中で結果は出ていないが、光の調節をしたことで、実 

験②より実験③の方が培養できると考える。 

・小さなコロニーに対する光の強さが強すぎる。 

７．今後の課題 

●大量増殖法の確立        写真５☞ 

・振とうさせるときに、全体的に動いて 

いなかったので、エアレーションを行い

水流を起こさせた。強い光はノストコプシ

スには不要であることが判明。 

 

■写真説明■ 

写真１：ノストコプシス培養実験① 

写真２：ノストコプシス脱色 

写真３：マイクロアルジェコーポレーション株式会社 

写真４：平面水槽でのノストコプシス培養 

写真５：ペットボトルでのノストコプシス培養 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メダカの生存率の向上 
岐阜県立岐阜農林高等学校 生物工学科 3 年  

 Gifu Senior High School of Agricultural and Forestry：Biotechnology course       

１．概要 summary 
近年、外来生物の影響を受け、在来生物は減少傾向にあり、生態系が崩壊しはじめている。さらに、絶滅に危機に瀕している種も少

なくない。そこで、私たちは絶滅危惧種でありながら、生態系に大きく貢献しているメダカを安定して生存・増殖させることで、絶滅

危惧種からの脱却、さらには生態系の回復ができないかと考えている 

                   

２．実験① メダカ産卵率向上 

1.試料・器具 

メダカ、水槽、エアレーシ

ョン、エアストーン、チュ

ーブ、産卵床、ソイル 

2.方法 

①A オスとメス 4:5 B オス

とメスを 4:6 C オスとメス

4:7 で分ける 

②各水槽にて卵の数を記録する 

3.結果 

生体の死亡数が多く、さらに産卵を行わなくなったため、う

まく結果をとることができなかった。 

３．実験② 生存率の向上 

1.試料・器具 

メダカ、水槽、エアレーシ

ョン、エアストーン、チュ

ーブ 

ホテイアオイ、カナダモ、ソイル 

2.方法 

①A 何もなし B カナダモ C ホテイアオイ 

②各水槽でオス：メスを 2:3に分ける 

直射日光遮断のためカーテンを閉めた 

3.結果 

死亡数は、各水槽であまり違いは出なかったため、水草によ

る影響は少ないと考える。 

４．実験③ 稚魚の生存率 

得られた卵による育成 

1.試料・器具 

メダカの稚魚、カップ、グリーンウォーター 

2.方法 

①A 直射日光 B 暗所 C 影 1 D 影２に分ける 

②餌としてグリーンウォーターを 2ml 与える 

3.結果 

B のカップの生存率が最も高かった 

５．実験④ 発生する物質  

1.試料・器具 

パックテスト（アンモニア・亜硝酸・硝酸）、餌、メダカの死体

を分解させた水 

 

2.方法 

パックテストにより、アンモニア・

亜硝酸・硝酸の量を調べる 

3.結果 

<メダカ分解> 

アンモニア：5～10 ㎎/L 

亜硝酸：0.01～0.02 ㎎/L 

硝酸：0 ㎎/L 

<餌分解> 

アンモニア：2mg/L 

亜硝酸：0.01 ㎎/L 

硝酸：0 ㎎/L 

※硝酸のものは放置され変色し

ている 

６．考察 

1.メダカの死 

・直射日光による水温上昇や、高水温での排泄物、食べ残し

の腐敗による水質悪化が原因ではないかと考えられる。  

・最適数より多く水槽に入れてしまい、水質悪化を促進させ

てしまったと考えられる。 

・水換えの際に全部変えてしまったことで、水質の変化に耐

えられなかったことが原因だと考えられる。 

2.稚魚の生存率 

・予想では C,D のカップが最も生きると考えていたが、Bのカ

ップが最も生き延びた。これは、日光による水温上昇による

水質悪化の影響が少なかったことが大きいと考えられる。 

3.有害物質の発生 

・硝酸が検出されなかった。これは、パックテストの中

身が古くなっていたことが原因だと考えられる。 

７．今後の課題 

1.メダカの安定した生存 

・水換え時の水の量を減らすこと 

・餌、糞をできるだけ残さないこと 

2.稚魚の育成 

・2 日に 1 回半分程度水替えをする 

・餌は市販のものを砕いたものを使う 

桔梗の品種改良 
岐阜県立岐阜農林高等学校 生物工学科 3 年  

 Gifu Senior High School of Agricultural and Forestry：Biotechnology course       

１．概要 summary 

桔梗は飛鳥時代に薬草の一つとして日本のどの県よりも先に岐阜県に伝わったため、美濃の国（岐阜県）が製薬業発祥

の地とされている。しかし、現在薬草は中国からの輸入に全体の８割を頼り切っており、中国の輸出規制の影響による価

格上昇の影響を激しく受けている。また、桔梗の主成分であるサポニンは私たちの身近でよく利用されているのど飴「龍

角散」にも含まれている。そこで私たちは私たちの身近な存在である桔梗の品種改良に挑み、中国からの輸入に頼り切っ

ている状況を改善することを目的とし、この研究に取り組むことにした。          

２．実験① 桔梗の増殖法 

1.MS 培地などの培地よりも、 

より効率的に桔梗を育成するた 

め何か良い方法はないかと考え、 

ネット検索等を利用して探した 

ところ、ココアやエナジードリ 

ンクの滋養強壮効果に着用し、 

身体にも影響を与える滋養強壮 

効果が桔梗の増殖に影響を与え 

るのではと考え、ココアやエナジードリンクを用いて 

培地を作成することにした。 

【配合割合】 

・ココア培地（５００ｍｌ） 組成 

純水 ３５０ｍｌ 

Ａ液 １０ｍｌ 

Ｂ液 ５ｍｌ 

Ｃ液 ５ｍｌ 

Ｄ液 ５ｍｌ 

Ｅ液 ２．５ｍｌ 

寒天 ５ｇ 

ココア（清涼飲料水） １５０ｍｌ 

p.h.７．２ 

 

エナジードリンク培地（５００ｍｌ）組成 

純水 ３５０ｍｌ 

Ａ液 １０ｍｌ 

Ｂ液 ５ｍｌ 

Ｃ液 ５ｍｌ 

Ｄ液 ５ｍｌ 

Ｅ液 ２．５ｍｌ 

寒天 ５ｇ 

エナジードリンク １５０ｍｌ 

p.h７．２ 

 

・結果 

どちらの培地も通常の培地を 

用いた時よりも早く、また他の 

培地の三倍の大きさである９cm 

になるまで育った。 

３．実験② 順化 

順化とは、培養ビン(マヨビン)の中で培養している植物

を自然の環境に慣れさせるため、前記のエナジードリン

ク培地とココア培地でよく育ったものを選び、腐葉土へ

と植え替えをした。植え替え後はインキュベーターに入

れ、三日に一回水をやり様子を見た、植え替えから数日

経ったが、水をやったにも関わらず早い段階で成長が止

まり、枯れてしまった。 

考えられる理由として、培地 

内の栄養が十分にありすぎて 

腐葉土へと植え替えたときに 

栄養不足による生育不良が考 

えられる。もしくは一回の水 

やりで水をあげすぎて根腐れ 

してしまったことのどちらも 

可能性として考えられる。順化時の環境では土の栄養や

水やりの頻度などについて研究を進める必要がある。     

 

４．考察 

・ココアの滋養強壮作用が実際に桔梗の成長促進に 

効果があったと考えられる。 

・エナジードリンクでは人間には良い効果があるが 

桔梗の成長促進には効果があまり無いと考えられる。 

・エナジードリンクには含まれていないが、ココア含ま

れていたカリウムが成長促進に繋がったのではないか

と考えられる。 

・順化では満足な生育環境を整えられなかったこと 

順化の手順を急すぎたことが問題であったと考える。 

 

５．今後の課題 

ココア培地とエナジードリンク培地では植物体が１０cm

以上も成長し、植物体の大量増殖という観点で大きな成

果を得られた。だが、それらを順化した際の管理不足や

生育要件などによる影響で植物体を枯らしてしまった。

そのため今後の課題として順化を成功させる方法を見つ

けなければならない。水をやる回数や、キキョウに適し

た肥料など条件を変えることによって順化を成功させ、

キキョウの大量増殖に努めていきたい。 



 

 

 


